「第7回オンライン・アフリカ講座」 開催のご案内（10/26）
会員及び関係者の皆様へ

当協会では、アフリカ諸国の情報を広く提供することを目的に、1960年発足以来、その主な事業活動として機関誌『アフリカ』を季刊発行し日本におけるアフリカ理解促進に努めて
おります。

上述の機関誌『アフリカ』にはアフリカの政治社会面でのトピックスを解説する

【アフリカ・ニュース解説】コーナーがあり、このコーナーに掲載したテーマについての
さらなる解説を、ご執筆者である片岡貞治先生に、「オンライン・アフリカ講座」として
ご講演頂いておりますが、今回はアフリカ・ニュース解説とは離れて、武蔵野大学法学部
政治学科准教授の中村宏毅先生に「AU内の分断と南アフリカの外交政策」とのテーマにて
ご講演頂きます。

昨年初めにロシアによるウクライナ侵略戦争が始まりこれに反発する西欧諸国の支援に

後押しされたウクライナの巻き返しにより戦争は長期化しております。その間国連を中心に

西側陣営と中・露陣営による第三国を巻き込んだ外交戦争も激しくなっています。

AU諸国は独立後の冷戦時代に軍事・教育面で旧ソ連の影響を強く受けている国も多く、

宗主国への反発もあり、今回の西側陣営によるロシア非難の国連決議に南アフリカを含めた一部のアフリカ諸国が反対あるいは棄権するなどの対応が見られます。

さらにロシアからの食糧輸入や軍事支援は経済的に恵まれていないアフリカの国々にとって

は無視できないものがあり、また中国による一帯一路計画に恩恵を受けているアフリカ諸国

も西側諸国の提案には全面的に賛同することに懸念をもっている状況です。

ウクライナ戦争を契機としたアフリカ諸国の足並みの乱れは今後どのように展開するのか、

南部アフリカの大国である南アフリカの外交政策と併せ、興味あるお話が伺える貴重な機会

だと思いますので、奮ってご参加願います。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　記

日時　：2023年10月26日（木）午後15時より16時30分予定

場所　：オンライン方式（Zoom）

講演者：中村宏毅　武蔵野大学法学部政治学科　准教授

講演者略歴：講師略歴をご参照願います。 

テーマ：「AU内の分断と南アフリカの外交政策」

概要　：ウクライナ戦争を契機とした米・欧と中・露の対立はアフリカ諸国に大きな

　　　　影響を与えた。独立後アフリカ諸国は旧宗主国との関係を基に、政治・経済

体制の確立に努めたが、一部の国は冷戦時代に旧ソ連や中国による軍事・

　　　　教育面での支援を受け、その影響は60年を経た現在でも残っている。

AU内部は、3月2日のロシア非難の国連決議で54ヵ国中賛成28・反対１・

棄権17・不参加8とその意見が分かれるなど、決して一枚岩ではない。そして、こ
のような分断は、西サハラ問題等他の問題においても見られるものである。
9月に開催されたG20において、議長国であるインドはグローバルサウス

としての存在感を示そうと、AUを常任加盟国として招聘することを決めたが、

果たして統一した行動をAUとして取れるのか、疑問もある。

特にアフリカのリーダー国の一つである南アフリカの外交政策は、周辺の

諸国への影響も大きく、今後も十分注視していく必要があろう。

参加人数：先着100名様

締切：2023年10月20日（金）

*************************************************

【講師略歴】
中村宏毅　：　（なかむら　ひろき）
学歴：2006年～2013年　パリ第一大学政治学部
学位：2004年　パリ政治学院修士　　　（国際機構論）
　　　2006年　パリ第一大学研究修士　（アフリカ研究）
　　　2013年　パリ第一大学博士　　　（政治学）
経歴：2007年12月～2010年12月　外務省専門調査員（在フランス大使館）
　　：2016年7月～2021年7月　　外務省任期付職員（在南アフリカ大使館）

：2022年4月～現在　　　　　 武蔵野大学法学部政治学科　准教授
　　
論文：2022年　日本の対アフリカ外交：オーナーシップ重視への変化
　　　2013年　昨今のサヘル情勢及び国際社会の対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ほか多数）

